



























らば、表現の欲求は非常に奇妙なものであると言わざるを得なくなる。表現の欲求は我々の突出し逸脱した本能と見なすしかない。目的も根拠もない欲求に従わなければ、新しい物を生み出す事はできない。意識的な表現者 はなくても、誰でも持つ様なつまらない自己主張も含めて、我々は、意味の無い表現の欲求に みれている。そして、それは、生物の進化の原則を超えている。表現の欲求は、個人や集団の自己実現などという了解可能な生やさしいも ではない。生きるために役に立た それがあっても存続






























エルヴィン・シュレディンガーが一九四三年にダブリンで行った講演を元に書かれた『生命とは何か』という本の中の言葉を元にしている。その中で、シュレディンガーは、生命 本体を純粋に物質的なものと考えていけば、必然的な帰結として、生命は、反復 ではない非周期的結晶と言わねばならないと述べた。この言葉は、物理学者 ちを分子遺伝学につながる研究へと導いた。そして、一九五三年にデオキシリボ核酸の構造解析が発表され、遺伝子の本体が突き止められ、非周期的結晶という考察 は結論が出てしまったように見なされてい 。しかし、非周期的 晶いう概念には、活動としての生命を踏み越える重大な示唆があると考えられる。シュレディンガーは、非周期的結晶の具体的な物として染色体や蛋白質を想定していたのだが、この概念を巡る考察の帰結は、そ だけには止まらない。むしろ、これは、遺伝子 次の段階を、図らずも示唆






十万年以上維持された継続性と言え 長い時間の継続性の本体を遺伝子と考え ば、我々は遺伝子として生きていると言う事もできる。しかし、人間 遺伝子は、たかだか約三十一億個の塩基配列である。四種類 塩基の組み合わせだから、 個あたり二ビットで、約八百メガバイトの情報しかない。三百ページの本にすると千冊分くらいる。人間が作って残してきた文書は、かなり以前から、既
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シャ文字であると説明されている。しかし、音素は言語の単位として必然的でなかった以上、ギリシャ文字は言語音の分析による成果ではなかった事になる。ギリシャ文字は独自に作られたもの はない。ギリシャ文字は、紀元前十世紀以前 確立され いたフェニキア文字の流用だった。フェニキア文字は、セム語族の言語であるフェニキア語に対応する、子音だけを表記した文字だった。セム語族の言語は、その特徴として母音の弁別が基本母音の三つに限られる。セム語族の言語に対応する表記は、基本的に母音表記しない。その仕組みは、古代エジプト から引き継がれていると考えられ 。また 地域的および 法的 偏
差を吸収するには、子音だけの表記の方が有利であったとも考えられる。このような事情から、フェニキア文字が母音を表記しなかった事には、それなりに合理性があった。しかし、インド・ヨーロッパ語族の言語であるギリシャ語は、母音の識別を多く必要とする。ギリシャ語に対応する表記としてフェニキア文字を流用したギリシャ文字では、子音の弁別として必要のないフェニキア文字を母音表記にあてて、線的な連鎖として母音表記 行った。結果として、ギリシャ文字のギリシャ語に対応し 表記 母音の分だけ引き延ばされる事になった。連鎖が引き延ばされた表記の形は、色々な意味で非合理的であり、決して言語の機能に添ったものでは い。例えば、連鎖 過剰に引き延ばした現在の英語に対応する表記は、その長さのせいで識字障害を引き起こし易い。フェニキア文字の流用過程で、ギリシャ文字以外に母音表記が無かった訳ではなく、線的連鎖として母音を表記するやり方も アラム 、ヘブライ文字などには既に有った。現在のアラビ 文字には 連鎖的に引き延ばさずに補助記号を上下につける母音表記が必要に応じて使われる。ま 、インドの文字 、アラム文字からの流用に際して、子 表記の周りに母音の表 を付け加える音節表記が作られた。このように、ギリシャ文字以外では、非合理的な引き延ばし せ 止めながら、母
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み合わせが前提となっていた。記号に順序がなかったとしても、ばらばらな個々の記号の仕組み 、言語によるものとなるかもしれない。そこで問題となるの 記号そのものの形状である。文字の基本要素である筆記線 起源が、ここで初め 問われる。まずは、枠と中身の関係 複数の枠を一枚の粘土板に集めた形から 一つの枠だけを粘土板にするやり方に遡 事ができる。そこから更に遡ると、粘土による立体的な封筒と 粘土によるばらばらな指標的記号の組み合わせに行き着く。メソポタミアを中心 す広い地域 紀元前四千年紀以前の遺跡 、小さな立体造形による指標的記号が多数発見され いる。この指標的記号を統計的に研究した、この研究 第一人者であ ドゥニーズ・シュマン＝ ベセラは、これを粘土指標 呼び、経済活動の中での交換と貯蔵の伝票や帳簿に相当する物と解釈した。粘土指標 発展過程の最終段階では、球 の封筒土指標が封印された形が見られ、内部に入った粘土指標の
個数が封筒の表面に記されていた。この封筒が、粘土板への面的な書き込みとしての初期シュメール文字を遡ったものであるならば、文字は、封筒の内部の、ばらばらな立体造形物から始まった事になる。粘土板の枠線を遡ると、立体的な粘土製の封筒の輪郭そのものがそ に相当し、そこには面の上 枠線は無い。粘土板 輪郭 、立体的な封筒の輪郭に遡るのである。更に遡ると、ばらばらな 造形に、紀元前五千年紀以降、線の が行われる事が多くなり これが唯一の面の上 という事になる。こ ようにして、筆記線を と、ば ばらな立体造形の上に付け加えられた線に行き着く。これが紀元前五千年紀以前となると、粘土指標は、線の書き込み 無い単純な幾何学的立体造形だけ なる。書き込まれた線は、そこで消えていくが、そのかわり、立体造形を周りの空間から切り離す表層が、個々の記号の構成要素として浮かび上がってくる。ただし、伝票や帳簿のよう 、文明の中心的な役割をしている文字の筆記線による構成は、粘土指標が始ま 約一万年以前にはさかのぼれ い。しかし 少なくとも、ここには、文字が機能を持ったものとして生まれながら、機能を持たないものとして存続するという姿の端緒を見る事 できる。交換や貯蔵の触媒として使われたならば この粘土指標は、元々それ自体 価値があってはなら いものだっ
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事の多い一万年前から一万一千年前まで遡ると、それ以前と比べて明らかに残されたものの形が急激に変わっている。洞窟壁画が急に無くなり、造形表現 一気に衰えるのがこの時期である。その時期の後にメソポタミアを中心する粘土指標の発明が続く だが、洞窟壁画などの造形表現は約三万年前から約一万一千年前まで も 形を表す様に見える技法が長い時間をかけて完成していった また、絵画が専らもの 形を表す様に見えるも として発展して行く間に、文明の中心的な役割を持たない純粋 線書き込みが、継続的に作られていた。これは造形的 意味を持ちようがないほど純粋な人為的線 り、骨や石など






モ・サピエンスが単独で生きていく時代 始まりである。造形表現が次第にものの形を表す技法と 発展していく傾向は、ホモ・サピエンスに固有のも った。しかし、平行線の刻み込みは、ホモ・サピエンスがホモ・ネアンデルタレンシスを代表とする旧人から引き継いだ様に見受けられる。ホモ・サピエンスが、作るものを専ら意味の有るものと てしまう能力だけを発揮させたならば、純粋に役に立たず意味の無いも 作り出 事は困難 っただ
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ろう。ホモ・サピエンスは、役に立たないものを、ことごとく役に立ててしまう、あるいは意味の無いものに、ことごとく意味を見いだ てしまう癖を持っていると言える。役に立たないものを作り始めたのは、ホモ・サピエンスではなくホモ・ネアンデルタレンシスだったと考えられる。約五万年前のホモ・ネアンデルタレンシスの遺跡か 、役に立たない制作物が色々と発見されている。埋葬の始まりと化石の蒐集は、生きて動 ているものではなく、止まている最終形に対する特別の関心 示し いる。生命が生命を踏み越えたものを参照すると 行為が、遺跡の隣接関係の中で状況証拠として認める事ができる。また、彩色のための顔料を集めた痕跡も見られ 。彩色は顔料の付加によって成り立つため、それ自体が隣接関係であり、彩色行為の状況証拠となる。それと同時に見られ ものが、意味の無い平行線の刻み込みである。それ以外 も 、隣接関係でしかなく、確定的ではない中で、この平行線 刻み込みだけは、制作の意図が直ちに制作物に奪 取 、一体化するという関係を作り出し 。作る側が作 ものを消費するので なく、作るも が自立して二度と取り戻せないものとして残存する うな、粘土指標の残存 同じような、自立した廃棄物の形状がこ によって完成している。これは、ホモ・サピエンスが引き継 だも

























して生きている。 線への譲り渡しは、約五万年前に済んでい 、後戻りはできない。しかし、停止線へ 踏み越えを完全性の実現と見るならば、その先に未知の活動を想定する必要がなく安心であ 。人工知能も自動機械も怪物も超人も想定する必要がな 。停止線の非活動状態に帰属している事が人間の優位性と考え 奇妙な我々の欲求にも収まり つくであろう。
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